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第98号(令和4年5月号)

1.芍薬甘草湯(ｼｬｸﾔｸｶﾝｿﾞｳﾄｳ)

筋肉のけいれんをとる薬です。

こむら返り、しゃっくり、ぎっく

り腰等に有効で、内臓の筋肉にも

効果があり、尿管結石、腹痛にも

用いられることがあります。10種

類以上の生薬からなる製剤が多い

中、芍薬と甘草という2種類のみ

から成りたっており、速効性があ

ります。甘草の含有量が多いため、

長期連用ではむくみ、高血圧、低

カリウム血症を引き起こすときが

あり、頓服で使用します。

2.小青竜湯（ｼｮｳｾｲﾘｭｳﾄｳ）

アレルギー性鼻炎の定番の薬で、

咳にも有効です。効果の持続が現

在の西洋薬より少し短いのが欠点

ですが、速効性があり、眠気も出

ません。西洋薬との併用も可能で

す。高齢者や虚弱体質の人で主成

分の生薬である麻黄により動悸・

発汗の起こる人は、穏やかな苓甘

姜味辛夏仁湯(ﾘｮｳｶﾝｷｮｳﾐｼﾝｹﾞﾆﾝﾄｳ)

という類似薬もあります。
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3.五苓散(ｺﾞﾚｲｻﾝ)

脳や内耳のむくみを取る作用が

あり、めまい、車酔い、二日酔い、

飛行機降下時の頭痛、低気圧によ

る頭痛に有効です。水分が摂れる

状態なら、吐き気にも有効です。

前号の気血水の説明にある「水毒」

に有効な「利水剤」の代表的な薬

で、西洋薬の「利尿剤」と異なり

余分な水分のみを減らし偏りを改

善しますが、脱水・頻尿等の副作

用はほとんど出ません

4.呉茱萸湯(ｺﾞｼｭﾕﾄｳ)

片頭痛の薬で、目を中心とした

片側の顔面のズキンズキンとした

痛みに有効です。体を温める作用

があり、冷えのある人に特に有効

です。しゃっくりにも使用するこ

とがあります。副作用はあまりあ

りませんが、主成分の生薬の呉茱

萸の苦味が強く、なかなか飲めな

い人がいます。（その人の証に合

う薬は一般に美味しく飲めるとは

言われております。）
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7.補中益気湯(ﾎﾁｭｳｴｯｷﾄｳ)

虚弱な人の全身倦怠感、食欲不

振に有効な補気剤（気虚の薬）の

代表です。疲労の蓄積で低下した

免疫能と消化機能を元に戻す作用

があり、病後の体力改善や寝汗に

も有効です。類似の製剤で夏バテ

専用の清暑益気湯(ｾｲｼｮｴｯｷﾄｳ)と

いう薬があり、高温・多湿で作業

する人の熱中症予防にも使われま

す。重病や癌などでもっと体力が

低下し、貧血気味の人には、十全

大補湯(ｼﾞｭｳｾﾞﾝﾀﾞｲﾎﾄｳ)や人参養

栄湯(ﾆﾝｼﾞﾝﾖｳｴｲﾄｳ)が適応になり

ます（気虚と血虚の薬）。

8.八味地黄丸(ﾊﾁﾐｼﾞｵｳｶﾞﾝ)

老化の諸症状を改善する薬です。

夜間頻尿・腰痛・足のしびれ・疲

労倦怠などの老化現象に有効です。

むくみもあるときには、類似薬の

牛車腎気丸(ｺﾞｼｬｼﾞﾝｷｶﾞﾝ)が使用

されます。いずれも主成分である

生薬の地黄のため、連用すると胃

腸障害を起こすことがあります。

5.当帰四逆加呉茱萸生姜湯

(ﾄｳｷｼｷﾞｬｸｶｺﾞｼｭﾕｼｮｳｷｮｳﾄｳ)

元々冷え性で冬季にしもやけに

なりやすい人の薬です。体を芯か

ら暖め、手足の血行も改善します。

冷えが原因の腰痛・頭痛・下腹部

痛にも有効です。やはり呉茱萸を

含むため苦味があります。冷え性

に効く西洋薬はほとんど無く、漢

方薬が第一選択となります。冷え

を訴える人のほとんどは虚証です

ので、実証の人には向きません。

6.黄連解毒湯（ｵｳﾚﾝｹﾞﾄﾞｸﾄｳ)

ほてりに効く代表的な薬です。

ほてりをさます薬も西洋薬にはほ

とんど無く、漢方の出番となりま

す。イライラや口内炎・皮膚の痒

みにも有効なことがあります。実

証用の薬で、虚証の人には用いる

と有害な場合があります。。

女性では冷えとほてりを訴える

人も多いのですが、婦人科系の製

剤では両方の症状に有効な薬がい

くつかあります。
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